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 成果（名古屋文理大学） 

 

私達からは「学生視点からの稲沢市 魅力発信提案」というテーマ

で発表をさせていただきます。私達は全員大学生で1年生から4年

生までのメンバーが集まっております。 

 

名古屋文理大学に在籍している色々な学生の意見を聞いて稲沢

市の現状を知ったうえで、魅力発信の提案をしていこうと思いまし

た。 

 

多くの学生から「稲沢には魅力がない」という回答が返ってきました。

なぜ稲沢に魅力がないと思うのか質問すると、「近隣の名古屋や金

山、栄などへ行った方が楽しい」という理由が挙げられ、稲沢の話題

からずれてしまいます。 

 

結果、多くの学生が「都会へのあこがれ」を回答していました。では

「稲沢を都会化すればよいのか」という考え方に繋がるが、それはひと

まず置いておき、最初の視点で考えてみることにしました。 
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まず「稲沢には魅力がない」という学生の回答に着目しました。という

ことは稲沢について少しは考えてくれている、皆稲沢に興味は持って

くれているのではないかと考え、そこから議論を進めていくことにしまし

た。 

 

稲沢に興味があるのであれば「それでは稲沢市がどうなれば良くなる

のか」という質問に変えてみました。すると「ファミリーレストランがあまり

無く若者が集まれない」「ショッピング施設が歩いて行ける距離に無

い」という回答がでてきました。学生は電車から徒歩や自転車が大

半ですので、その距離で考えるとなかなか無いということだと思いま

す。その他には「ゲームセンターが無い」「各所へのアクセスが悪い」と

いう回答もでてきました 

 

これらをまとめると「行ける距離に楽しむ施設が無い」ということがほと

んどの学生達の意見でした。そこでこの点についてより深く考えてみる

ことにしました。 

 

学生が多く利用する国府宮駅と名古屋文理大学の位置を地図に

とり…（次スライド） 
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学生が自転車・徒歩で移動できる行動範囲を考えてみると…（次

スライド） 

 

…（次スライド） 

 

稲沢市全体からみればとても小さい範囲になります。 

 

この範囲だけをみて学生は「楽しむ施設がない」と言っていました。こ

のような点から、学生は「稲沢市で楽しむ機会を知らない」のではな

いかと私達は考えました。我々はここからスタートすることにしました。 
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先程の言葉を出します。「楽しむ施設がない」、これは学生の意見で

す。このような意見に置き換えてみました。 

 

「楽しむ機会がない」、もう少し置き換えます。 

 

「稲沢市で楽しむ機会を知らない」 のではないだろうかと考えまし

た。ここまでは、学生の意見を聞いて煮詰めたものです。 

 

 

私達は稲沢市について勉強し、分類して研究してみました。 

 



5 

 

 

１つめは稲沢市の現状、２つめに私達にとって足りないと思うこと、

３つめに私達が発信をしていく上で避けたいこと、この３点について

お話しします。 

 

まず稲沢市の現状です。稲沢には色々な学生が集まり、若者が集

うと私達は考えました。大学や短大の存在が大きく、毎年卒業や入

学といったサイクルはありますが若者は集っています。そして既存の魅

力はあるのではないかと思いました。ワクワクするような祭りや大きな

公園があります。 

 

２つめの稲沢市に足りないもの。 

 

魅力的な場所やイベントがあるのに認知されておらず、そもそもイベン

トがあることが知られていません。また、イベントの告知がされていても

学生はときめかず見過ごしてしまいます。 
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３つめの発信をしていく上で避けたいこと。 

 

私達は稲沢の魅力を知って情報発信をしていく上で「名古屋のベッ

ドタウンとして良いからぜひ来てください」ということは避けたいと思って

います。稲沢の魅力を知って住んで欲しいということを思いました。 

 

これらを踏まえて私達は…（次スライド） 

 

稲沢を少し知っている・稲沢に興味を持つ人をターゲットにショートム

ービーを作りました。 
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（ショートムービー上映） 

 

このショートムービーは…（次スライド） 

 

「どこに何があるか知らない」「どんな魅力的なものがあるか分からな

い」という「足りない」に着目したものです。 

 

実際に下水道科学館はとても楽しめました。このようなショートムービ

ーで知っていただくということを行うと、稲沢には興味はあるけど魅力が

無いと言っていた人達や…（次スライド） 
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稲沢市で楽しむ機会を知らないと言っていた人達は…（次スライ

ド） 

 

動画にも出てきたように「ちょっと気になる稲沢」になるのではないでし

ょうか。 

 

ちょっと気になるポイントは今までにもありました。国府宮駅には多くの

ポスターが貼ってありますが、あるだけの状態で私達はなかなか見ま

せん。 

 

ここで私たちから新しい提案をさせていただきます。１つはディジタル

サイネージの導入です。 
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実際に新安城市に導入されている電子看板のようなものです。観

光案内や市のイベントの案内が次々に映し出されていきます。 

 

ポスターが乱雑に配置されているとどこを見て良いか分からないが、視

線を一つに絞る事で目に入りやすいメリットがあります。ただ、目に入

ってきた時の１つの情報のみを受け取られるため、今のポスターを張

る方法に比べて複数の情報を一気に伝える事が出来ない点はデメ

リットにもなります。しかし、動きのあるものの方が着目してもらえるの

ではないかと考え、提案させていただきます。 

 

もう１つ。私達はアートを作っている団体です。それを稲沢市の既存

のイベントに組み込むという提案をさせていただきます。既存の花火

を進化させるということです。私達がどのようなことをやっているのかを

少しご覧いただきます。 

 

＜プロジェクションマッピングの作品上映＞ 
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私達はこのような作品を作ることができます。この技術力と市の既存

のイベントを融合して凄いものを作っていきたいです。それは市と私達

と連携してやりたいという一つの提案です。例えば下水道科学館の

建物や広大な土地を利用して噴水に映像を映し出すなどのイベント

が出来ればもっと気になる稲沢にできるのではないかと考えています。 

 

先程見ていただいた楽曲と既存の花火を融合すると面白い花火に

なるのではないでしょうか。 

 

実際に蒲郡市のラグーナテンボスではミュージカル花火をやっていま

す。実際の引用映像をご覧いただきますが、この映像では照明演出

もありますがまずは花火と音楽からどうかと私達は考えています。 

 

「稲沢には魅力がない」という人達が…（次スライド） 
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「ちょっと気になる稲沢」になったら、出て行ってしまう若者も減り学生

が留まっていく。そして人口減少がくい止められたり、話題になって人

が来るような稲沢にならないかなというのが私達の提案です。 

 

先程お見せした動画等を見て稲沢に興味を持ちそして色々なところ

に行く学生が増えたらいいなと思っております。 

 


